
天
気
に
恵
ま
れ
た
八
月
二
日
午
後

七
時
、
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
櫓
の
上

か
ら
囃
子
手
の
笛
が
鳴
り
響
き
、
会

場
中
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
一
斉

に
点
灯
さ
れ
る
と
会
場
全
体
か
ら
大

歓
声
が
湧
き
上
っ
て
祭
り
が
始
ま
り
、

年
に
一
度
の
祭
り
で
あ
る
が
一
度
は

味
わ
い
た
い
情
景
で
も
あ
る
。

屋
台
も
立
ち
並
び
、
踊
り
が
始
ま

る
時
間
前
か
ら
多
く
の
子
供
連
家
族

の
皆
さ
ん
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

日
精
会
の
お
休
み
ど
こ
ろ
に
は
開

始
前
か
ら
四
十
人
前
後
の
皆
さ
ん
が

立
ち
寄
り
、
昔
は
祭
り
が
三
日
間
で

日
中
に
は
仮
装
大
会
や
運
動
会
が
行

わ
れ
て
い
た
な
ど
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
再
会
で

旧
交
を
温
め
た
り
、
に
ぎ
や
か
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
途
中
で
和

楽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
、

二
年
連
続
「
日
光
事
業
所
所
長
賞
」

を
受
賞
し
た
。

地
元
商
店
会
協
賛
に
よ
る
豪
華
な

賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
も
あ
り
遅

く
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
年
は
、
日
光
事
業
所
の
創
業
一

一
八
周
年
・
行
幸
啓
一
一
一
周
年
記

念
祭
で
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し
く
誇
れ

る
伝
統
行
事
で
あ
る
が
、
年
々
参
加

者
、
そ
し
て
踊
り
手
の
減
少
が
見
ら

れ
、
昔
を
知
る
も
の
と
し
て
寂
し
い

限
り
で
も
あ
る
。

「
和
楽
踊
り
」
に
行
っ
て吉

新
房
子

（
東
町
支
部
）

 
会
社
か
ら
の
記
念
品

を
頂
き
、
日
精
会
の
お

休
み
処
に
も
、
沢
山
の
人
が
訪
れ
、
皆

さ
ん
楽
し
く
お
喋
り
を
し
て
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
午
後

7
時
の
工
場
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
構
内
の
電
飾
が
一

斉
に
点
灯
す
る
と
、
何
回
見
て
も
心

が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。
う
ち
わ
の

抽
選
会
は
、
最
後
ま
で
期
待
を
し
て
待
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ズ
レ
で
し
た
（
残

念
！
）
。

今
で
も
顔
見
知
り
の
同
僚
が
い
る
の

で
、
古
巣
の
職
場
に
行
っ
て
お
喋
り
な

ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

私
も
子
供
の
頃
は
、
昼
寝
を
し
て
お

祭
り
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

  
又
、
来
年

千
葉
事
業
所
は
１
９
６
０
年
に
操

業
を
開
始
し
、
２
０
２
４
年
で
設
立

63
年
を
迎
え
た
。
現
在
は
電
力
事
業

部
門
、
フ
ァ
イ
バ
・
ケ
ー
ブ
ル
事
業

部
門
、
フ
ァ
イ
テ
ル
製
品
事
業
部
門

に
加
え
、
研
究
開
発
部
門
も
併
せ
持

つ
複
合
事
業
所
で
あ
り
、
国
内
の
重

要
な
生
産
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
古
河
フ
ァ
イ
テ
ル
オ
プ

テ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス
株
式
会
社
、
古

河
ア
ド
バ
ン
ス
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社
、
古
河
樹
脂
加
工
株
式

会
社
、
理
研
電
線
株
式
会
社
等
の
関

係
会
社
も
事
業
所
内
に
工
場
を
構
え

て
い
る
。

事
業
所
の
敷
地
面
積
は
約
６
７
万

㎡
、
東
京
ド
ー
ム
１
４
個
分
に
相
当

し
、
現
時
点
で
従
業
員
は
約
９
０
０

人
、
そ
の
他
関
係
会
社
、
協
力
会
社

を
含
め
る
と
千
葉
事
業
所
構
内
で
は

約
１
５
０
０
人
が
勤
務
し
て
い
る
。

電
力
事
業
部
門
で
は
、
離
島
な
ど
へ

電
力
を
届
け
る
海
底
線
、
地
中
に
埋

設
し
て
電
力
を
届
け
る
高
圧
の
地
中

送
電
線
を
製
造
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ

バ
・
ケ
ー
ブ
ル
事
業
部
門
で
は
、
メ

タ
ル
工
場
で
通
信
用
の
信

号
ケ
ー
ブ

ル
を
、
電
子
線
工
場
で
主
に
車
関
係

に
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
を
製
造
し

て
い
る
。
フ
ァ
イ
テ
ル
製
品
事
業
部

門
で
は
、
光
通
信
を
中
心
と
し
た
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
各
種
通

信
機
器
、
光
部
品
を
主
に
製
造
し
て

い
る
。

労
組

千
葉
支
部
記

日精会たより №186 ２０２４年(令和６年) ９月1

「
政
治
と
カ
ネ
」
は
底
な
し

を
様
相
だ
。
自
民
党
派
閥
の
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
問
題

で
安
倍
派
と
二
階
派
の
元
会
計

責
任
者
は
裁
判
の
中
で
虚
偽
記

入
を
認
め
た
。
更
に
20
年
前
か

ら
還
流
が
行
わ
れ
、
安
倍
元
首

相
が
中
止
を
計
画
し
た
が
幹
部

協
議
で
還
流
を
再
開
し
た
事
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
◇
政
倫
審
で
は
、

安
倍
派
幹
部
の
全
員
が
「
協
議
で
は
結

論
は
出
て
い
な
い
」
と
口
を
揃
え
、
検

察
庁
は
告
発
さ
れ
た
幹
部
議
員
の
共
謀

を
不
起
訴
処
分
と
し
た
。
庶
民
感
覚
で

は
「
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
」
を
会
計
責
任
者

が
、
独
断
で
虚
偽
記
入
を
出
来
る
の
か

疑
問
を
感
じ
る
。
◇
昭
和
23
年
政
治
資

金
の
流
れ
を
国
民
に
公
開
し
て
、
政
治

活
動
の
公
正
と
公
明
を
確
保
す
る
事
を

目
的
と
し
て
、
議
員
立
法
の
基
に
成
立

し
た
。
時
を
経
て
76
年
、
未
だ
に
「
政

治
と
カ
ネ
」
が
未
解
決
の
ま
ま
、
今
回

も
生
煮
え
の
ま
ま
国
会
を
閉
会
し
た
。

◇
岸
田
首
相
は
「
政
治
」
（
民
主
主
義
）

に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
献
金
・
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
・
政
治
活
動
費
等
を

禁
止
し
現
実
を
見
な
い
案
で
あ
っ
て
は

な
ら
い
」
と
述
べ
た
。
国
民
か
ら
見
る

と
抜
け
穴
を
残
し
た
改
正
案
で
と
し
か

見
え
な
い
。
◇
代
理
人
が
香
典
持
参
し

て
公
職
選
挙
法
違
反
の
捜
査
か
ら
、
裏

金
資
金
で
、
背
広
や
食
事
代
・
サ
ウ
ナ

代
の
支
払
い
や
公
設
秘
書
給
与
詐
欺
等
、

後
を
絶
た
な
い
。
◇
「
聞
く
こ
と
が
上

手
」
な
岸
田
総
理
大
臣
が
、
９
月
の
総

裁
選
に
不
出
馬
を
決
め
た
。
「
政
治
と

カ
ネ
」
等
で
党
内
に
け
じ
め
を
付
け
来

年
の
衆
院
選
へ
の
布
石
と
し
た
の
か
？

ま
だ
ま
だ
国
民
へ
の
け
じ
め
は
付
い

て

い
な
い
。

（

Ｍ

・

Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

わ ら く い け

昔
話
に
花
が
咲
い
た

和

楽

踊

り

９ 月 現 在

1 ０ ５ 名

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

◎

県
退
連

と
う
も
ろ
こ
し
狩
り

6
月
29
日

吉
新

◎

役
員
会
議

6
月
28
日
・
7
月
20
日

◎

日
光
和
楽
踊

日
精
会
お
休
み
処
設
置

8
月
2
日

立
ち
寄
り
者

38
名

本 部 の 動 向 千
葉
事
業
所
の
現
状

「

世

界

を

つ

な

ぐ

」

様

々

な

製

品

を

製

造

千 葉 事 業 所 （ 航 空 写 真 ）

メ タ ル 工 場

！！

会 員 状 況



《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

６
月

12
日
、
今
市

カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

に
お
い
て
、
渡
辺
隆

さ
ん
・
斉
藤
治
一
さ
ん

の

2
名
の
入
部
が
有

り
、
10

名
で
の
歌
合

戦
、
熱
気
で
汗
を
拭
き
な
が
ら
の
楽

し
い
時
間
で

し
た
。

（
部
長

丹
治
浩
一
）

《
将
棋
部
》

６
月

15
日
、
日
光
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
度
第
一
回
将

棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
員
の

都
合
で

3
名
の
参
加
者
で
同
一
相
手

と

3
局
を
指
し
て
、
半
年
振
り
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

 
優
勝

高
頭
東
志
夫
（
安
良
沢
）

二
位

福
田
辰
美

（
森
友
）

三
位

薄
井
和
彦

（
久
次
良
）

（
部
長

薄
井
和
彦
）

 

《
囲
碁
部
》

６
月

15
日
、
常
連
メ
ン
バ
ー

5
名

で
リ
ー
グ
戦
を
行
い
和
気
あ
い
あ
い

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
新
人

の
入
部
を
歓
迎
し
ま
す
。

星

防
人

１
勝
３
敗

斉
藤
治
一

４
勝
０
敗

大
門
陽
利

２
勝
２
敗

山
崎
勇
一
朗

２
勝
２
敗

西
野
信
一

１
勝
３
敗

  （
部
長

星

防
人
）

《
歩
こ
う
か
い
部
》
   

 

第
1
回

10

月

23
日
（
水
）

裏
磐
梯
五
色
沼
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

 
参
加
費
１
０
０
０
円

 

 
第
２
回

 
10

月

29
日
（
火
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
２
回

 
9
月

14
日
（
土
）

 
第
３
回

 
12
月

14
日
（
土
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

参
加
費
５
０
０
円

 

 
第
２
回

 
10
月

9
日
（
水
）

《
囲
碁
部
》

星
部
長
宅
  

 

第
２
回

11
月

2
日
（
土
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 
 今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

  
第
２
回

10
月

16
日
（
水
）

《
女
性
部
》

 
第

1
回
 
9
月

27
日
（
金
）

宇
都
宮

L
R
T
に
乗
る

 

部
に
入
っ
て
無
く
て
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い

7
月

入

会

  

篠
崎

勇

さ
ん

（
遠
地
）

松
本

和
浩

さ
ん

（
清
滝
）

8
月

入

会

斉
藤

日
出
雄

さ
ん

（
清
滝
）

日精会たより №186 ２０２４年(令和６年) ９月2

各

部

行

事

予

定

寛
永
１
８
年
（
1
6
4
1
）
以

後
と
思
わ
れ
る
が
門
前
町
の
日
光

は
、
神
橋
を
境
に
西
町
（
入
町
）

と
東
町
（
出
町
）
と
に
分
か
れ
西

町
は
、
本
町
・
原
町
・
袋
町
・
四

軒
町
・
大
工
町
・
板
挽
町
・
蓮
華

石
町
（
花
石
町
）
が
、
東
町
は
鉢

石
町
・
御
幸
町
・
石
屋
町
・
松
原

町
・
稲
荷
町
と
呼
ば
れ
た
。
「
日

の
出
の
方
角
を
出
町
、
日
の
入
り

の
方
角
を
入
町
と
し
た
」
今
回
は

西
町
に
残
る
「
史
跡
・
日
光
奉
行

所
跡
」
と
敷
地
内
に
あ
っ
た
古
河

電
工
の
厚
生
施
設
「
入
町
ク
ラ
ブ

（
晃
楽
荘
）
」
の
見
事
な
景
観
の

懐
か
し
い
建
物
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
「
日
光
奉
行
所
」
と
は
、
元

禄
１
３
年
（
1
7
0
0
）
に
設
置

さ
れ
た
が
、
ま
だ
実
務
に
お
い
て

は
目
代
（
代
官
）
が
大
き
な
役
割

も
く
だ
い

を
果
た
し
、
ま
た
、
決
定
権
に
お

い
て
は
門
跡
の
権
限
が
大
で
、

日
光
山
側
の
独
立
性
は
失
わ
れ
て

に
っ
こ
う
さ
ん

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
か
ら
2

3
4
年
前
の
寛
政
改
革
（
1
7
9

0
）
に
よ
っ
て
日
光
奉
行
所
が
日

光
領
全
体
を
直
接
支
配
す
る
形
と

な
り
、
幕
府
直
轄
領
を
呈
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
革
で
日
光

領
の
中
核
を
な
し
て
き
た
山
口
氏

の
日
光
目
代
職
は
と
り
あ
げ
ら
れ

も
く
だ
い

日
光
領
奉
行
所
の
職
掌
と
権
限
は

拡
大
強
化
し
た
。
職
掌
は
、
御
宮

警
固
を
第
一
と
し
日
光
領
町
方
の

ま
ち
か
た

撫
育
・
日
光
山
一
山
取
締
・
収
納

ぶ

い

く

い
ち
ざ
ん

出
入
・
修
復
・
御
仕
置
（
刑
罰
）
・

お

し

お

き

吟
味
物
（
刑
事
訴
訟
）
に
至
る
ま

で
取
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。

江
戸
時
代
を
通
し
て
日
光
領
が
特

に
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
殺

し
・
盗
み
・
密
通
・
賭
博
犯
罪
が

多
発
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
過
酷
な

刑
罰
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

寛
政
４
年(

1
7
9
2)

か
ら
慶
応

元
年
（
1
8
6
4
）
迄
の
７
２
年

間
に
日
光
の
刑
死
人
は
１
１
５
名

に
も
の
ぼ
っ
た
。
よ
く
「
社
寺
門

前
に
売
女
あ
り
」
と
か
「
名
山
あ

ば

い

た

る
と
こ
ろ
に
博
徒
あ
り
」
な
ど
と

ば

く

と

言
わ
れ
る
よ
う
に
日
光
山
詣
や

も

う

で

札
所
巡
り
な
ど
で
人
び
と
の
往
来

ふ
だ
し
ょ

が
激
し
い
日
光
は
、
こ
れ
ら
に
纏ま

つ

わ
る
事
件
も
多
く
発
生
し
た
。
ま

た
、
江
戸
時
代
は
現
在
に
比
べ
刑

罰
が
非
常
に
重
か
っ
た
。

次
回
は
、
古
河
電
工
の
厚
生
施

設
「
入
町
ク
ラ
ブ
（
晃
楽
荘
）
」

に
つ
い
て

（
玄

梅

正
明
）

シ

リ

ー

ズ

「
郷

土

の

は

な

し

」

第
八
回

史

跡

・
日

光

奉

行

所

跡

と
「
入
町
ク
ラ
ブ
（
晃
楽
荘
）
」

そ

の

一

新
入
会
員
紹
介

裏磐梯五色沼
紅葉ハイキング

◇期日：

１０月２３日(水)

◇参加費：

10000円

申込み締切

９月２０日(金)
芳賀真治 53-1683

星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

《歩こうかい部》

募
集
中

日精会会員募集中
会員の皆様の

ご協力をお願いします。

奉 行 所 跡

入町クラブ

忘 年 会

◇期日：

１２月４日(水)～

５日(木)

◇場所

塩原温泉:和楽遊苑

◇内容

グラウンドゴルフ

カラオケ 等

◇参加費：13000円

申込み締切

１０月３１(木)
詳細は

後日配布します

《行事企画部》

処

刑

例


